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中国の異質性
10偉人の国の生活（仮題）

ロス ・ テリル嗣

A事行・ 中嶋嶺縫（ �(fi（外l耳；E大学教授· IJl.f\:11’国学｝

この秋に越同30周年を迎える’11 IF.flふい

ま巨大な変化のなかにある。 それは裂する

に 「も沢米思氾！」を建問の坦H念としてさた

このlfiJにとっての朱’「？宥の政治（l�J・ 社会的

転J換であるだけに、 未来への可能性ととも

に、 そこに含まれている矛J行us:た大 きい。

この同議fl:のただなかにあって、 中間はい

まmi史的な旋恒lを遂げつつ蛾めいている。

今Hの'i1l1ilの同家目標である「l刈つの現

代化」 の問題を考えてみても、 災1：�にl手、

膨大な労働人Uの応用l問題ともからんで、

現代化＝機械化＝？？力化というわけには簡単

にはゆかないことも肉明であり、 ＂＇同は結

J,J、 われわれが考える 現代化＝近代化の慨

念とは般本的に}'4なった1田if1W必ないしは世

緋飢にあ、いて、 この国家回線を実現しよう

としてゆくのではなかろうか。

こうした＂＇国をアメリカの1111Jから比ると

その悩f1／［感ないしは世界鋭の.if.!いId:、 なお J1iJ的価｛也？ぷを教示しているものではない。

-JM人・さいものがあると本件のt�� .r.·ロス こうした16�.のm名ーによるオムニバス方

テリJレは考えている。 そのことは、 制者が

\ IJiJiで、 欧米の中間認設の陥J)lをつ町：の万能

刊iにたいするナイフとフォークの限定性と

の.if.!いによって説明しようとしていること

にも示されている。 だが、 いうまでもなく

併は、 われわれ日本人を含むボアジア人に

共j凶のものであるので、 このたとえは、 厳

訟にはむな温性を欠くようにも思われる。 ア

式の本1＇�の内容をここでいちいち紹介する

余怖はないが、 編者のテリルId:、 つい以ー近

アメリカ同絡を取得したオーストラリア出

身の’l’同研究者で、 枇近もしばしば訪中し

てそのジャーナリスティックな前川で勿Iら

れ、 正』l:tJζはハーパート．大さ1�mアジア・ セン

ターのResearch As sociateである． 編者

l手、＂＇l司の現状を会面的に否定するシモン・

メリ力と•！•同という彼／£に日本と中岡とい レイerr十’同の影Chinese Shadow』の箸

う枕l虫をオーバー ・ ラッブさせたとき、 し ポーで、 現在オーストラりア国立大学に絡を

ばしば1I 'I•関係にこそ文化の共j凶性を超え 泣くベルギー主主れの中同研究才；·）の立場と

たy（，質性がti：立ち、 かえって米中l刻係のな 会1mi'i·定のハン ・ スーイン（u＊四月刊h

かに文化のYH'l悦を越えた共通t'I：：を見出し の）J;\ （乍オりの立場をともに排し、 ヒ斗ーマ

fゆるl i本人の玉工場から考えると、 本.＇�のモ ニスティックな立場から中問的価似！必をill

チーフにId:、 必ずしも同意でさない。 視するのだと主張し、 同時に小同にとって

だが、 本件は、 そもそも、 米小彼近以来 lま伽！人的ではなく集団的な道徳的；む：l味の尖

7年を過ぎたアメリ力同民が、 ますます拡 訟がよりm裂だと見倣して、 マルクス主義

大しつつある中国との接触に！�iiえて＂＇同に といっても、 民族主義的なマルクス主義が

ついての従米の単純化されたl尚一的なイメ 今後ますます効ITlをもつものと考えている。

ージを必正し、 今日の小国をより深く知る この点でも r李大f,IJと＂＇問マルクス主義

ための指針として嗣まれたものであり、 文 の起似』の若者・として知られるウィスコン

化的 ・ イデオロギー的 政if：的な附!I.�を超 シン大’γ：のモーリス・ メイスナーlei:、 中国

えて小l五lを理解するためには、 必によりも の近代化にあ、ける毛沢東主義の氏献を向く

価11任感（values、 つまりフランス：mのメン J予価している。 毛沢東主義は政治的illi'iLに

タリテmental1 t吾、そしてrt• L民J;tlfにもっとも もかかわらず、 経済的な成功をもたらし、

i週内な燃を求めるなら、 sh1h-ch1eh kuan 毛以後の術導者ーも現代化のために毛沢東主

〈世界鋭〉だと術者はいう）の.if.!いをさま 波を必弘Eとするだろうという凡11は、 中国

ざまな分針で探究しなければならないとの の民心がその政治的i比百L以上に絞術的失敗

Jill鈍から成リ立っている。 この·＇�r.が選f;f のゆえに「毛沢東，官、必」 を離れ、 すでに非

れたゆえんであろう。 毛沢！－！tiヒが平干しくi並行しつつある今ll、 妥

本，＇H立、 もともと民Ullの学術間体である 当とは思われ怠い。

アジア協会中国部会（the China Council 

of the Asia Society）の中凶的価他感と

小川市(.aにかんする研究プロジヱクトに基

づくものであり、 いずれも訪小体験もしく

は'i•lfilでのこ左前体験をもっ15.r，の＂＂石IW門

家が、 編者・の斤・につづいて 「小lfilの心J、

「伝統と変革」、 「日常生活」、 「同家の手

さばさ」、 「文化Jの5 ：！芦をそれぞれのテ

ーマに従って分担執銑したものである. 16 

r.の専門家としては、 1907年生まれのジョ

ン ・ K · フェアパンクのような.;i:;:.r，，なm学

から、 1952.iJ三生れの中国系アメリカ人で70

Ji乙代初肌に中犠人民共和I問成立後l1H刀のア

メリカ入学生として北京大学に仰学したエ

リカ ジェンにいたるまで也：代的にも多様

な11主将が加わっている。 それだけに、 本位

lei:、 アメリカの現代中国研究の1つの断面

を知るための見本としては、 大変に使利な

七のであるが、 一方、 線々な主·mが側々別

別になされていて、 本的全体がf.li:-riリな中

ノド，I�においては、 中同の政治的n己表現

が伝統的価値感によリ多く影符さ札るであ

ろうと.f.!.11依すフェアパンク教授の見解や芸

術に比る伝統の継紙七I:を税くマイケル・ サ

リヴyンの見方が、 'i1Flilにおける；i«牧（偶

数、 仏教、 道教、 それにイスラム教とキリ

スト教を含む）上の価値感の技炎が悦会の

別布I(l�J発展を阻害していると見倣すボルム

ズ・ ウエルシュの見解とともに、 やはり説

得的である。

なお、 本－.＇�でlei: r江1＇［＇同志』で訴足［！を』�

めたロクサーヌ ・ ウィ卜ケ女史が小l1iJの泌

/Jillを·tH.�＇＇1しているが、 かつての江斤夫人へ

の熱っぽい思い入れからのしらけた“転向”

のあとが比えるだけで車内彩がない。

総じて本件がアメリカの中lfiJ研究の向い

水触を示すというにはどうも不適当であり

むしろ、 その多くが文化大革命に怒かれた

アメリ）Jの若手・ 中肢の小国研究Jサの停滞

ぶりを示すおり」4-1:になっている。
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アメリカ社会と家族（上）
激動の印年代が践したもの

米中関係の歴史と今後

南北限HID 4つの意見
南北の五J町内な協力を

開発政策のあり方

国際術品協定の課題

開発途上国の愉入制限と総出

空から見たアメリカ

ジコゼフ ・ フェザーストーン 2 あの “ω年代”を鈍った騒乱が防まりかえったいま

社会を改革せよと叫んだ当時の�；.r.·たちは いま何

に生きているのか． 家族般の変化にメスを入れる．

ロス・テリル 16 1t1同をキリスト教化し民主化ずるのがアメリカの使

合だとした第2次大戦前から 米中正常化までの軌

跡をたどり 両国関係がl止作に＆1ます影響を分析。

ジ工イムズ・ グラン卜 26 いまの開発パターンでは ttしい問の｝！；本的な要求

を満たすことはでgない． 南北協力関係への従3。

レスター ・E· ゴー卜．ン 28 これまでの尚テクノロジ－!\'lでr.�1li'i'·L、Mの緩助形

式を改めて もっと農村411111］憎のものにすべきだ。

スティーブン・0・コーエン 32 ili�tN.�l；の懸案に商品協定がある0 1次Pおおの価格

の安定を目ざした悶際協定のnf能性と限界をつく。

l· M・0・ リトル 35 経済が開放的なら それだけ所得と成長i:tiも苅くな

る． 多くの途上国がu劫制限をするのは なぜか．

40 航空写真家ガースターが 小笠機でアメリカ各地を

よ方；！；｝ 限下の風景をカメラにおさめた 思わず怠を

のむ幾何学t貼望やメカニカJレなJ砲をカラーでみる．

非凡な物話作家 アーピング・ハウ 50 ;r,ーラント．系ユタ．ヤ人の文化的伝統に恨ざして人r.11

の特選（1�な状況をtiii1｝レたことによって 1978年度

ノーベル文学賞を受けたシンカ．ーの世界を訪ねる．
アイサック・ハシュビス・シンガー

現代に生ぎる作家として
ノーベル賞受賞t溝拶｛から

アイザック・パシュビス・シンガー55 附｜制をさまよう人/illを救うのはJ人ではないのか。

米外交のなかの人権思想 ケネス トンブソン

国際通貨体制の安定をめく．って へンリー・C・ウ1リック

東京サミットを評価する

米特レビュー

ユージーン ・ ブレイク

内山ヲ�5た
•！·�店側Alt

jf�水f,1.l主
坂下 ,,,_ 

56 パージニア大学でl掛かれた人仰と外交をめ ぐる会議

てケナンやモーゲンソーが党淡した忍凡をrf•心！と巡

回以米のアメリカ政治のなかにi丘Ifの窓認を探る。

70 いま世界的に起こっているつ｝：！”lJUlft-Jな1;t',1循環”

l主 張気低大を長引かせる効＊を発倒したけれども

その一方で国際通貨体制lの安定をゆるがしている．

74 mzのエネルギー危機への引�－＇.＇itと怠ったO PEC 

のft{上If決定と たまた志向i.;時刻1に聞かれた今年

6月の点京サミットの残した成挟とA阻を考える．

大統領選挙における選択と F主将
中間のY4質性

アメリカの社会階府

悲劇の安らぎ


